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膨嘱水たブ,は、日本で最もよく知られ地(fell)を歩き回っている人をよく目にするが、彼
らにはこの地の自然こそ目的なのである。

だが人々が自然美を求めてこの地域を訪ね始めた

のは、そう古いことではない (西洋人が自然美に目

覚めたのが近代であることを思えば当然かもしれ

ないが)。 女性旅行家シリア・ファインズ(celia
Fiennes,1662-1741)は 1698年 に湖水地方を旅してい

るが、彼女の旅行記には、景観の印象を審美的に

記述する語が殆ど含まれていない。彼女がウィン

ダミアに足を運んだのは、この湖でとれる美味な

サケ科の魚チャーに惹かれてであった。1イ ギリス

人が景観を求めて湖水地方に分け入るようになっ

たのは、崇高や ピクチャレスクなどの趣味が広

たイギリスの観光地かもしれない。数年前、オク

スンホルムからウィンダミアまでの車中で、乗客

全員が日本人で驚いたことがある。しかし多くの

日本人はウィンダミアから湖を渡 リヒル トップ、

グラスミアのダヴコテジと訪れただけで、この地

域を離れるようである。日本人にとっての湖水地

方は、依然としてワーズワス(william Wordsworth,

17701850)と ピーターラビットの地と言うことであ

ろうか。勿論湖水地方はイギリス人にとっても特

別の土地で、この地に縁のある文人の名声も、彼

らにとって魅力の一つである。しかしそれ以上に

彼らを惹きつけるのはこの地の自然であろう。週

末に車でやってきてはその場で着替え、終日丘陵

ワーズワスと閥水たなみ行

ホロ ム|ホ (ル形人子)

まった18世 紀後半であっ
た。そして湖水旅行の流行

と共に、旅行者が自分の印

象をまとめた旅行記や、旅

行者のための案内書が多数

出版されることになった。2

こうした刊行物のなかには

古くはバ ドワース(」 OSeph
Budworth,17561815)の 『湖

水地方二週間ぶ らりある

記』(1792)やゴシック小説

作家ラドクリフ( A n n
Radcliffe,17641823)の旅行

記(1796)、 新しくはウェイ

ンライ ト(Alfred WalnwHght,

1907-91)の 7冊からなる『湖

水地方丘陵地の絵入 リガイ

ド』など、ネイチャーライ

しかしこの点については別の機

会に譲り、ここではこうした旅

行記が、ワーズヮスと湖水地方

旅行の関わりにどんなサイ ドラ

イトをあてるかを若干考察して

みたい。

湖水地方とピクチャレスク旅

行についてのワーズワスの考え

が最もよく窺えるのは『湖水案

内』(1835)の 中心部 「湖水地方

の景観のあらまし」だが、ここ

で彼はこの種の旅行を、この地

方に憂慮すべき変化をもたらす

ものとして否定的に捉えてい

る。湖水地方の美にうたれた旅

行者が、周囲になじまない住居

を建てて定住したり、当時流行

込むことが、ステイッマンと呼ティングとしての評価を待つ作品が少なくない。 の景観改良を持ち
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ばれる農民と自然の長年の交流により培われた景

観を破壊するというのである。この害悪の侵攻を

阻止するためにワーズワスは、 「自然の精神に従

え」と忠告する。勿論、この「自然」(つまりは伝
統的景観)に従うことが求められるのは、移入者だ

けではない。この時代には景観改良と同時に農業

改良も進行し、利益の出る外来樹木の植林なども

盛んに行われていたが、こうした営為も自然から

逸脱するものであった。湖水地方の伝統的景観を

尊重するワーズワスのこの姿勢が、現代イギリス

人が愛する湖水地方を育んだことは言うまでもな

い。

ワーズワスは、以 上のようにピクチャレスク旅行

を湖水地方への害悪とみなしたが、ピクチャレス

クの原理そのものにも極めて批判的であつた。そ

の点がよく現われているのが、自身の青年期の精

神的危機について語った、自伝詩『序曲』(1805)の

第11巻である。ここで彼は、フランス革命とそれ
に続く混乱の中で分析的理

性を指針としたために、人

間が作った審美規則を自然

に押し当てるピクチャレス

クに染まり、自然との想像

力に立脚した関係を見失っ

たと述べているのである。

従来のワーズワス研究

は、『湖水案内』や 『序

曲』のこうした記述を額面

通 り受け取ってきた。そして詩人は自己を見失っ

た青年時代の一時期にピクチャレスクの流行に左

右され、少年時代以来の自然との接し方から離れ

たが、まもなくその影響を脱し、湖水地方からそ

の害悪の排除に努めた、と想定してきた。だが最

近彼とピクチャレスク(旅行)の関係を問い直す動き

があり、そこに旅行記が一役買っているように思

われる。

一例をあげてみよう。ワーズワスは『序曲』第 1

巻で、少年時代の遊びを介 しての自然との交流

を、印象的なエピソー ドを用いて描いているが、

その一つに次のような内容の「ボー ト盗み」があ

る。少年時代にアルズウォーター湖畔に一晩逗留

したおり、彼は無断でボー トを漕ぎ出した。する

とそそ り立つ峰の背後から巨大な山が突然現わ

れ、逃げ回る彼を追いかけるように迫ってきたの

であった。このエビソー ドでの峰と山がアルズ

ウォーター周辺のどの山々に相当するのかは、

ワーズワス研究上の未解決の問題であった。

1993年 に発表した論考でリンドップ(G Lindop)
は、ベインズ(E Bttnes,1800-90))が 『湖水地方への

道連れ』(1829)で 、ワ
~ズワスのものと同種の体験

を記録しているのを見出し、その記述を手がかり

に二つの山を特定している。しかも、『道連れ』

ではガイ ドがベインズに、この驚くべき体験をす

るための、ボー トの特別な漕ぎ方を伝授している

のだが、それが
「
ボー ト盗み|でのワーズワスの漕

ぎ方と類似しているのである。そこからリンドッ

プは、そそり立つ峰の背後から巨大な山が突然現

れる光景に触れるのはアルズウォーターでの旅行

者向けア トラクションとなっており、あらかじめ

この現象を聞き及んでいたワーズワスが、それを

無料で楽しむためにポー トを無断で漕ぎ出したと

推定している。3このように「ボー ト盗み」と旅行

記の記述の照応性は、このエピソー ドの読み方を

変えるだけでな く、

ワーズワスの少年時代

と湖水地方のビクチャ

レスク旅行の関係につ

いても再考を促す推論

の出発点 とな って い

る。

私は最近湖水地方旅行

記を中心に読んでいる

が、こうした書籍を通

じて湖水地方旅行のコンヴェンションを知るにつ

れ、ワーズワスと湖水旅行には、『案内』や『序

曲』の記述からは窺えない側面があると思うよう

になった。例を1799年暮れに一応の終結に達した2

部『序曲』の第2部(これは1805年版の第2巻に相当

するが、相違点も幾らかある)に取ってみよう。46

行日以下でワーズワスは、遊びの中で自然の美し

さに目覚めていく過程を(1)ボー ト漕ぎ競争(53-
77)、 (2)フ アーネス修道院跡への乗馬行(98139)、

(3)コ ニス トン湖航行(14078)、 (4)ウ インダミア湖上

のフルー ト演奏(179214)で説明しているが、これ

らのエピソー ドでのワーズワスの遊びに対応する

ものが、湖水地方旅行記にしばしば記載されてい

る。

即ち(1)はダ
~ウエント湖などで1780年頃から盛

んに行われたレガッタと結びつくし、(2)の場面で

あるファーネス修道院跡は、18世紀の廃虚趣味を
９

“
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くすぐる湖水地方随一の観光スポットであった。

また(3)の場面はコニストンに設定された3つの眺望

点の一つに該当している。さらに、山岳地が少な

いイングランドにあって、湖水地方はこだまを体

験できる数少ない土地だったので、旅行者は湖上

で大砲を放ったり、ホルンなどの吹奏楽器を演奏

してこだまを楽しんでいた。霊妙な楽器の音色は

感傷的な旅行者に人気を博したので、フルー トな

どが夕方から夜にかけてこだまと関係なく演奏さ

れてもいる。恐らく(4)はこの吹奏楽器演奏の模倣

と思われる。4「ボ_卜盗み」やこの4つのエピソー

ドなどと湖水地方旅行記の記述のこのような照応

性から、『序曲』で描かれているワーズワスの遊

びのかなりは、湖水地方のピクチャレスク旅行と

つながりを持っていたように思われる。

だが『序曲』の叙述にはこのつながりを窺わせ

るものがないので、ワーズワス研究においてこの

つなが りが真剣に取 り上げられることはなかっ

た。従って今後は、こうした隠れた照応性の発見

に努めると共に、彼が何故少年期の自分と湖水旅

行の関係を表面化

させないのかにつ

いて究明すること

が重要だが、この

地域への旅行者の

流入を嫌う彼の感

性が、実は旅行の

コンヴェンション

を介した自然との

交流で養われたものだったとしたら、まことに皮

肉な現象である。

l Celia Fiennes,The二

“

usuted」ourr2ヴS OF Caどa Fuieaaes

ar6鑢～a r 712(Exeter:Webb and Bower,1982)160-71.
2湖水地方旅行記等の書誌的研究にはPeter Bicknell,

The Pictures9 ue SCeJθ 4/ OF ι力e Lake DisirJει

(WinChester St Paulユ s Bibliographies,1990)が ある。

3 Grevel Lindop,日 Fhd■ng the Stolen

Boat,“ 7■mes LJ`e膨■7 Suppreme12ι ,

March 19,1993,14
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書誌情報 1
◆ Rοガ
“
g ttι  E′′′

“
α′S`α =動′S′οッ のrα

И ″α翅 ″ Fishι
「
“““
(Series:Asian Voices)

By Keibo Oiwa/Narratcd by Ogata Masato/

Translated by Karcn Colligan― Taylor

Octobcr 2001,Rowman&Littlcflcld Publishers,hc;$2495

Papcr,S65.00 Cloth<http:〃 www rowmanlittleflcld.com/

1magcs/coursebook glト

カレン・コリガン=テイラーさん 幌 SLE―」会員)に

よる『常世の舟を漕ぎて一水俣病私史』 (語 り。

緒方正人、瀬織書房)の英訳が出た。「狂い」を
「自己解体」し語る、その言葉探しを別な言語で

やり直したようなものであるから大変だっただろ

う。 (カロ藤0

◆石川徹也『日本の自然保護―一尾瀬から白保、

そして21世紀へ』 (平凡社新書、2001年 9月 )

尾瀬から海上の森まで、日本の自然保護の軌跡

がコンパク トに綴られている。ダム築造、スー

パー林道建設、国立公園運営の実態もよくわか

る。自然保護の担い手を育てるには、環境をめぐ

る知識よりはむしろ感性を養うことが先決だとい

う著者の意見には首肯。(結城)

◆WWFジ ャバン編『ようこそ自然保護の舞台
へ』 (地人書館、2001年 12月 )

WWFジ ャパンの助成を受けた全国の自然保護
団体多数の活動報告。千潟の保護、ヤマネ、ツキ

ノワグマ等の動物保護ほか、多様な活動が写真つ

きで紹介されている。ホームページ情報もある。

吉野川干潟の自然観察会の報告では、 “干潟の心
地よい感覚"が子どもたちの記憶に残ってほし
い、との願いが記されている。大人の顔にも子ど

もの顔にも笑いが広がっている。実際に自然の中

へ出かけてみることの大切さが伝わってくる。

(中

"島

ゆうr)

宮 沢 賢 治 賞  -2001年 8月 花巻市発表一

【宮沢賢治賞】天沢退二郎 (明治学院大)

【宮沢賢治奨励賞】カレン・コリガン・テイラー (元アラスカ大

学フェアバンクス校)

カレン・コリガン・テイラーさんは、「雪渡り」「よだかの

星」の翻訳が、英訳として優れているだけでなく賢治の持つ作風

の独自性を見事に浮き彫りにしている、と評価された。

3
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ASLE口Korea Launched

Yong―ki Kang(ChOdang university,South Korea)

Finally,ASLE¨Korca was launchcd with

more than 80 rcgular members at
Sungkyunkwan Univcrsity in Scoul on Oct

27th, 2001.Professor Chung, Chung Ho

(English,Chungang University)will SCrvc as thc

flrst chailperson ofthe association.

ASLE―Korca is not an upstart association.

During thc last t、 vo ycars, those who involvcd

thcmsclvcs in prompting Korcan scholarship to

have environmcntal

awarencss pavcd the 、vay

and it has also bccn nurtured

by the innumcrablc silcnced

voiccs of inaniinate as、vcll

as aniinate bcings

ln tunc with ccological

opcnness and thc

dilncnsional cxpansivcncss

of cnvironmcntal

scholarship,ASLE‐Korea

membership is open to

anyone thatinvcsts his or her

concern ln ccocrltlclsnl,

environmental(or naturc)

writings and environmcntally orientcd creativc

writings. Such a wide range ofinembership

includes those scholars who mttor in Chincsc,

Japanese,Spanish,French,German,English,

Korean and inany intcrdisciplinary flclds

ASLE―Korea is plallning to undcrtake various

activities.First,it holds three or fbur regular

conferences cach year.The 3rd conference will

fa1l on some day this April Sccond,it plans to

issue a journal,S′ νグ′θs ,′ Z′′ι″α′ν″θα″グ

E′ソノ″θ′″ι″′(a tCntat市 c namc),two times a

year.The flrstissue will be published this May

ln addition,thc association will publish rhι

Aをソs′θ′′θ″regularly and distributc it widely so

as not only to report what has happcncd to it and

its rnembcrs but also to attract the a■ ention of

■onmembcrs.Third,ASLE¨ Korea is also

planning to havc many other types of

publications such as transiations,theoretical

collections concerning

ecocriticism  &

environmcntal cthics,and

collcctions of relevant

Korean poems and short

storles.

Fourth,bclng aware of

the  necessity  for

international coopcration

and solidarity,ASLE―

Korea will try to sharc

、vlsdom and passlon for

cnvironmental protcction

with  thc  forcign

associations like ASLE―

USA and ASLE― Japan.Lastly,ASLE― Korca

will not confinc its voiccs、 vithin its own

discourse conllnunity. Going beyond thc

essential task of resensitizing peoplc's lost

scnsc ofnature,it will attempt to getinvolved in

substantial movements for environmcntal

protection,domcstically and intcmationally.

This recent cstablishmcnt of ASLE― Korea

has provokcd, along with so encouraging
4
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intcrnational acccptanccs, a wide rangc of

ecocritical concem from Korean literary critics,

humanities professors,graduate students,poets,

creative writers and environmental activists.

Such a latent environmental conccrn in the

humanities was wcll― reflected in the

enthusiasm of those many scholars who

attended several sessions presented by ASLE―

Korea in The 2002 Annual Confercnce of

Korea Association of English Languagc and

Literature,which was hcld January 30 through

Fcb.l in Onyang,Korca. As many attentive

critics of humanities anticipate,today's ineager

start of ASLE‐Korea lnight help with the crisis

ofhumanities studics in Korea as well.By twing

to articulate many kinds of ideological or

cultural differences and conflicts,ASLE― Korea

strives toward a better world wherein"wild

nature can endure civilization."

海 との絆 :γ中縄・泡瀬干潟の保全問題をめぐって

沖縄にはニライカナイという他界観がある。豊穣

をもたらす神々は海の彼方にいるという世界観であ

る。あの世とこの世は陸と海とで繋がっていて、魂

はそこを往来するのだ。死んでしまった祖先や家族

はみな神となり、あの水平線の彼方で、この世にい

る者たちの人生と共に時を刻んでいるという感覚が

ここにはある。そういえば、祖

母もお盆休みに私が海へ遊びに

行くと言うと心配そうな顔をし

た。お盆には、祖先の霊がそこ

かしこにさまよっていて、子孫

を愛するがあまり、ややもする

とこの世の者をあの世へと連れ

て行ってしまうと言う。「海ん

喜納 育江 (琉球大学 )

人々は貧しさの中を生き長らえてきた。海に育ま

れた島の生活は、ほんとうは貧しくなどなかった

のである。そして、子供たちは波と戯れることに

よって、自分たちより大きな存在の懐へと回帰し

ていく感覚を体得していく。やさしくからだを包

む黒潮のぬくもりを感じ、寄せては返す波の声を

聞き、時には塩水を味わい、潮

の匂いが全身に染み入る頃には

すっかり夕日がさしている。そ

んな経験を繰り返すうち、岩場

に現れたり隠れたりする様々な

生き物が自分と同じ共同体の仲

間であることを自然に受け止め

るようになるのである。

ところがこの頃の沖縄は「豊

かさ」の意味をすっかり見失ってしまっているよ

うだ。全国的に干潟を保全しようとする機運が高

まっているが、沖縄でも埋め立てによって徐々に

消滅していく千潟への危機感が募ってきている。

中でも埋め立てが決定している泡瀬干潟は、海草

や藻のユニークな生態系と希少生物を多く抱える

最大級の干潟とあって、千潟のある沖縄市の埋め

立て決定の決議に、「泡瀬千潟を守る連絡会」を

中心とした市民が根気強く保全運動を展開してい

る。 2月 初旬にも、改めて市民団体から2度目の

住民投票の請求がなされたが、市議会で否決され

:|じ穣言:ヒλ百[itだ思稗:称野
くもんじゃないよ。引っ張って連れて行かれてしま

うよ)」 という祖母のウチナーぐち (沖縄のこと

ば)が、記憶の底から聞こえてくる。

海はあらゆる命の源であり、周囲が開かれた洋上

の小さな島々においては、その民の命を育んできた

母である。海が母であるという感覚は、アメリカ先

住民にとって大地が母であるという感覚に似ている

かもしれない。昔から、沖縄は南国の自然の恵みに

富んだ豊かな島だった。手を伸ばせば果実があり、

海へ出れば魚や貝や海藻があり、それらを食べて

5
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た。一度なされた埋め立て決定に再考は必要ない

し、また住民投票のための新たな条例を制定する必

要もない、というのが沖縄市長をはじめとする埋め

立て推進派の主張である。埋め立てによって、飛来

するシギやチドリの糧となる生物を育む環境が破壊

されるという懸念も、海藻の移植実験が成功の目途

を得たことによってほぼ解決済みだと言うのだ。エ

コロジカルに無教養な政治決定によって、泡瀬千潟

性においては世界一と言われる沖縄の海は、同時に

世界でも最も破壊が危惧されている地域として警告

を受けている。この島々を育んできてくれた母なる

海を、自らの手で傷つけ、殺めてしまうかもしれな

い危機を、危機として受け止められるか否か。泡瀬

干潟の問題はこの場所の存続にとっての試金石と

言っても過言ではない。

は、もはや埋め立て着工を待つ

ばかりというところまで追い込

まれている。

「泡瀬干潟の問題は、沖縄の

人が自然との繋がりを失うか、

繋ぐかという分岐点の問題であ

ると思います。おそらく泡瀬干

潟の埋め立てですら阻止不可能なら、大宜味村の塩

屋湾埋め立て、名護市の普天間基地代替え施設、那

覇空港拡張による埋め立て、佐敷町のマリンタウン

プロジェクトなども問題なく進んでいくでしょう」

とは、泡瀬を地元とし、泡瀬千潟の保全運動にたず

さわっている桑江直哉さんの言葉である。生物多様

潮のすっかり引いた泡瀬干潟

では、無数の生命がそれぞれの

生を営んでいる。うららかな陽

光を浴びてつややかに濡れる緑

のアオサや海草。小刻みにひし

めき動くコメツキガニの群れ。

潮風のそよぐ青空をゆっくりと

泳ぐシギ。ひとつひとつの動き

に心を奪われつつふと遠くに目をやると、水平線が

なんだかとても近く感じる。彼方にはニライカナイ

ーーそこでは、私たちの祖先が過去の物語を語 り

合っているそばで、まだ生まれ得ぬ生命が、未来の

物語を語る時が訪れるのをじっと待っていることだ

ろう。

"Conling Nearer the Ground:

ASLEシ
(ミ シシッピ州オックスフ

9月 の同時多発テロ事件の影響と相次ぐ炭素菌

騒動で不穏な空気の漂う中、ミシシッピ州オック

スフォー ド (フ ォークナーの故郷)で、 3日 間の
ASLE南 部シンポジウムが開催された。シンポジ
ウムの冒頭の挨拶の中で、今回のテーマとなった

"Colning Nearer the Ground"と いう一節を含む

Wendell Berryの 詩、 ・Song ln a Year of
Catastrophe・が紹介された。このテーマが決めら

れたのはテロ事件よりずっと以前のことなのだ

が、 「大地にもっと近づいて」 と呼びかける

「声」が 「大地の中に深く沈んでいった時失われ

たものがすべて蘇るだろう」と結ぶこの詩は、テ

ロ後の世界に「再生」の可能性を示唆しているよ

うで印象的だった。

500名 近くが参加した大規模なアリゾナでの

An ASLE Symposiulrl on the South"

ンポジウム報告

ォー ド、2001年 10月 25～ 27日 )

茅野 佳子 (明星大学)

大会とは対照的に、今回のシンポジウムの参加者は

約 40名 と小規模で、同時進行の他のセッションを
設けずに、ほぼ全員による発表 (3人ずつのパネル

形式)を 2日 間で終え、 3日 目は特別セッションと
エクスカーションがあった。合間に南北戦争以前の

建物の残るキャンパスや町の散策、食事、ゴスペ

ル・コンサー ト、作家のリーディングなどが用意さ

れて、参加者との交流を深めることができた。個人

的なことだが、会場になったミシシッピ大学は私が

数年間在籍し学位を取った母校でもあるので、友人

や恩師 (その多くが今回のシンポジウムに参加して

いた)に も再会でき、感慨深い 3日 間だった。

シンポジウム全体の印象は、南部の「語りの伝

統」 ("storytelling tradition・ )の健在ぶりが強く

感じられたことで、アカデミックな研究発表と参加
6
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者自身のナラティプ (詩やエッセイ形式のネイ

チャー・ライティング)が同等の比率を占めた。中
には両者がジャンルを越えてひとつのパネルに組み

込まれているセッションもあり、南部の自然と人間

との関わりが異なる視点から異なる形式で語られ、

全体として効果的なパネルになっていた。 2日 日最

後に行なわれたこのパネルは、まず南部特有の沼地

(swamp)に 囲まれて育ったという発表者が、ク
レオールとしての自分の家族の生活を振り返り、土

地が性格形成に及ぼす影響や土地と結びついた歴史

を一人称で語り (内からの視点)、 次いで南北戦争

中に北軍兵士が見た南部の自然を当時の手紙の中に

探った研究論文 (外からの視点)の発表があり、最
後に長距離 トラックの運転手だった父の見た南部

(動 く視点)を、息 7‐である発表者が三人称で語る
というものだった。

アメリカ文学においてひとつのジャンルを作り上

げた「南部」は、これまで様々な分野で研究の対象

とされてきたが、環境文学やエコクリティシズムの

視点からの研究はまだ十分になされているとは言え

ず、今回のシンポジウムは、参加者が南部の自然と

文化に触れ、意見を交換し、今後の研究への問題提

起がなされた点で意義深い。ちなみに、ミシシッピ

大学のフォークナー研究家Donald Kartiganer教授

によると、毎年 7月 末にミシシッピ大学で開催され

るフォークナー・コン

ファレンスの 2003
年 の テ ー マ は 、

「フォーークナーとエコ

ロジー」が予定されて

いるそうなので、この

場を借 りて報告 してお

きたい。

シンポジウム第 1日

日の最初のパネルは、ネイチャー・ライテイングの

多様性に関してで、まずScott Slovicが 、モンタナ

イ1:住のネイチャー・ライターとして知られるRick
13 a s sの 作品の中に、 8年間暮らしたミシシッピの

影響が見られることを指摘した。Bassは、以前暮
らした場所のイメージを現在いる場所に重ね、離れ

た場所の間に共通するものを見い出し、「南部の言

葉Jを用いることなく「南部」を描いている場合が

あるという。

次いで、Allison Wallaccは 、サウスカロライナ

■1まれの作家Franklill Bllrr()1lghsが 記憶の中の向

然や甲・ ■1を書き留めたBffFy И′aι sοn's CrOker

Sac女 の特徴を、ノンフィクションでありながら
フィクションの要素をもつネイチャー・ライティン

グと定義し、 「クリエイティプ 。ノンフィクショ

ン」または「ノンフィクション的小説」というジャ

ンルについて考察した。またこの作品では、散文と

詩、小説と歴史物語といつたボーダーも曖味になっ

ていることを指摘した。

今回のシンポジウムのオーガナイザーのひとりで

あるDixon Bynumは 、スライド上映を交えなが
ら、Mark■Ⅳalllの Lfた αH′lθ MrssFsslρρfと、当時

盛んに作られたパノラマの中の川の風景に関する研

究発表を行なった。スライ ドに映し出されたパノラ

マの絵の中には、ランドマークのようにミシシッピ

川の向こう岸にインディアンの塚があつたり、川の

中にインディアンの頭が見え隠れするものがあり、

アメリカが領土を拡大しながら地方を国家の枠に組

み込んでいこうとした意図が読み取れるという。一

,打wainは、歴史 Lの事実や統計的数字を駆使して

新しい国家を神話化しながらも、地方の風景 (特に

ミシシッピ川)が国家主義のプロパガンダに利用さ
れること、つまり国家による川の所有と支配に対し

て批判的だったという指摘があった。

この後、ミシシッピ大学でアメリカ詩を教えてい

るPeter Wirtllが 、

ジョージア州生まれ

の詩人Sydoney
Lanierの詩の朗読
と解説を行ない、宗

教的色彩の濃い詩の

他に農場で働く農夫

の生活を詠んだ素朴

な詩 (と うもろこし

を育てる農夫の詩な

ど)を紹介した。シンポジウム参加者による、主に

ミシシッピでの経験を語る詩やエッセイの発表が続

き、昼食をはさんで午後の部が始まった。

人と土地の所有をめく
゛
る問題を扱ったパネルで

は、まずRobert(〕 tinlmirlgsが lraulknerの G()

Dο w′〕,Mosesを 再考察した。土地は物理的所有の

概念を越えたものであり、少年期に森の中の狩猟体

験を通して森を精神的遺産として受け取つた lkc
が、最後に本が切り倒され開墾された森の中で 11地

相続を放棄したのは、物理的な土地の放棄だけでな

く精神的遺産としての森への責任をも放棄したのだ

7
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という見方を示した。同じパネルでJohn Smith
は、木も建物も覆い尽くしてしまう葛 (英語で

"kudzu"と呼ばれる)に代表される南部の風土 (成

長も腐敗も驚くべきはやさで起る環境)は、人も文
化も飲み込んでしまうパワーがあり、今後の新しい

南部研究の鍵になることを示唆した。Robert
Mellinは これまでのエコクリティシズムに欠けてい

た、「環境的不公正」("environmental illiuStiCe・ )

の観点からのアフリカ系アメリカ人文学の研究を、

今後の課題として提示した。

第 1日 目の最終セッションは、ミシ

シッピの農場に生まれ育った作家

br″ Bravnが、初のノンフィクショ
ンである最新作BJy Rayt RIIllの 一

部を朗読した。Tシャツにジーンズ姿
の日に焼けたBrowr)が、南部訛りの
強い英語で語る自分自身と家族の物語

は、土地とそこに生きるもの (特に人

と動物)との切り離せないつながりを
ユーモアたっぷりに描き出していた。

その後、ミシシッピ名物ナマズ (catfish)料理の

店で食事をし、グラミー賞にノミネー トされたとい

うミシシッピ大学のゴスペル合唱団のコンサー トを

聴き、「南部」にどっぷりと浸って長い 1日 を終え

た。

2日 目のセッションは、「虫、犬、キノコーーー南

部について書くこと」というタイ トルのもとに、 3
人の発表者によるネイチャー・ライティングの朗読

で始まった。スカ トロジー的でプラックユーモアを

感じさせるオックスフォー ド在住のGabriel
Guddingの詩は、身近な「虫」 (‖ insects"で はな

く“bugs")と人間との関係をユニークな視点で描
き、笑いの渦を起こした。犬と暮らし始めたことで

生じた生活の変化を静かに見つめるオックスフォー

ド・イーグル紙の編集員Kristcn Hardyのエッセイ

に続き、ケンタッキー出身のWes BerⅣは、エッセ

イの中で子どもの頃父親と「キノコ狩り」 ("dry
land fishingWと 呼んでいた)を楽しんだ記憶を呼び

戻しながら、その後木材の伐採により姿を消してし

まった「アミガサダケ」 (・mOrel‖ )を悼んだ。

2日 目の南部エコクリティシズムの焦点は、「貧

困、精神障害、暴カーーー南部のアイデンティティー

を評価する」と題するパネルの中で提示された「環

境的不公正」の問題だった。Allnie lngramは 、ア

メリカ西部を中心とする環境文学では自然の中での

豊かな体験や自然と人間の健全な関係 (「環境的公

正」"environmentaljustice")が 対象となるが、

南部文学では、貧困、人種差別、精神障害、暴力と

いった「環境的不公正」に関わる問題が取り上げら

れることを指摘した。貧困は土地の荒廃をもたらし

食生活に悪影響を及ぼす。進む都市化・産業化の中

で自然が破壊され、生産性を高めるための化学肥料

や殺虫剤散布が有害な環境を生み出し、精神や身体

の健康問題につながっていく。同時に、自然に囲ま

れて育つ南部の人々は、損なわれ失われていく自然

の生態系を常に目

の当た りにするこ

とにな り、それが

自然に目を向ける

きっかけともなる

のである。

このパネルでJay
Watsonに よって紹

介された二つの作

品は、南部の貧しい環境に育つ子どもの経験を問題

意識をもって描き出している。 Larry Brownの
Jοθという小説は、ミシシッピ北部を舞台とする貧

しい酒飲みのギャンプラーと荒廃した家庭に育った

少年の交流の物語だが、自然の中に居場所と安らぎ

を見い出す少年の目に映った森の変容 (美 しい自然

林が商業林に変わり生態系が破壊されていく様子 )

|ま、 」annis Layσ )Ecofogy οfa Cracker Ch〃 dhοοd

に描かれた、ジョージア州南部の松林で廃品に囲ま

れて育つた少女の体験と重なる。また、Ingramの

発表の中では、前日に続いて、アフリカ系アメリカ

人文学の環境文学的研究を促す提言もなされたこと

を付け加えておく。

「南部の詩人と詩」というパネルでは、ジョージ

ア州生まれの 2人の詩人、Kath5/n Stripung Byer

とJames Dickeyの 詩に見られる南部の土地と女性

の結びつきに関する発表があり、筆者 (茅野)はミ
シシッピ生まれのアフリカ系アメ リカ人作家

Richard Wrightの IIAIKU(英語による俳句形式の

詩)についての研究発表を行なった。抗議文学の旗

手として文壇にデビューし、ベンで闘う姿勢を貫い

たWrightは、飢えと人種差別の中での悲惨な子ど
も時代を思い出すから田舎は嫌いであると公言し、

都会に住み続けた。しかし晩年パリでの闘病生活の

中で書いた4000も のHAIKUに は、故郷ミシ
シッピの風景が穏やかに描かれているものが含まれ

ている。そんなWrightの精神の軌跡を、初期の自

8
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伝からHttKLJに至る自然描写の中に追った。

2日 目の晩は、オックスフォー ド・スクエアの

ギャラリーを借り切ってのディナーの後、アラバマ

生まれの詩人Rodrley Jonesの 朗読があつた。
」()nesは、 1999年 に出版したナラティプ・ポエ
ム]3野わr ιhe Sουιtterfl Dra耐 の 一節を朗読し、
生まれ育ったアラバマの言葉で、自らの若き日と消

え行く南部に対するアイロニーたっぷりのエレジー

を披露した。

最終日の朝のセッションは、「ミシシッピ大学の

教育現場における南部の環境問題Jをテーマに、六
人の教授陣による円卓討論会が行なわれた。今回の

シンポジウムの世話役を勤めた英文学部の Ann
Fisll(〕 r―Wirth教授が司会を勤め、パネリス トとし

ては、学際的な南部研究プログラムに関わっている

文学、歴史、文化、人類学等を専門とする 5人の教

授が参加した。各自の専門分野と関心事項の紹介の

後、ティーチングの実践、南部の環境問題へと話題

は及んだが、中でも環境問題に対する意識が何故南

部では生まれにくかったのか、そして今後に残され

ている課題は何か、という点に議論が集中した。ミ

シシッピ (南部)では、土地は生きていくために
「使われるもの」つまり「道具」であったこと、奴

隷制度から小作農制度に移行し、土地を所有する者

が耕作に直接携わってこなかった歴史、ヨーロッパ

の伝統を受け継ぎ人間中心の価値観が根強く残って

いたこと、などが理

由として挙げられ、

遅れているリサイク

リングやデルタ地区

で大量に使用されて

きた殺虫剤、 「環境

人 種 主 義 」

(HenvironIIlental

racism")の 問題な
どが課題として言及

された。
ナマズ料理

シンポジウムの最後を飾ったのは、最近ミシシッ

ピ州の各地で行なわれるようになった「持続的農

業」(・ sustainable agriculture")の 実践報告だっ

た。デルタ地区を中心に広大な綿花畑の広がるミシ

シッピ州では、最近まで野菜の栽培はほとんど行な

われていなかったそうで、そういえば私が住んでい

た90年代には、地元の野菜を直販するファーマー
ズ。マーケットのようなものは全く見られず (他州

ではよく見かけた)、 新鮮で安価で安心な無農薬

野菜や果物を見つけるのは難しかった。ケロッグ

基金の助成金で始まった 「ミシシッピを緑にす

る」 (・ Growing a Greener Mississippi‖ )プロ
ジェクトにより、ニューヨークから派遣されたコ

ンサルタントの指導のもとで、地元で農業を営む

人々の間に化学肥料や農薬を用いない農業の実践

が始まり、地元での市場を広げていったという。

今ではオックスフォー ドの町でも週末にファー

マーズ 。マーケットが開かれるそうだ。化学薬品

や農薬を使わない農業から有機栽培へ、プロジェ

クトは現在も進行中である。

ちょうど収穫の時期でもあったので、収穫され

た種々の野菜や穀物、ハープなどが会場に運ばれ

展示された。また、MEGA(Mississippians
Engaged in Green Agriculture)と いうネット

ワークが組織され、ニューズレターが発行される

ようになって、豆類など土壌に窒素を供給する植

物を"cover cropピ
1と
して植えることについての特

集を組んだり、情報交換の場を提供していた。コ

ンサルタントを勤めてきたNan」ohnsonと地元の

ディレクターDorotlly Gradyは、ミシシッピの

人々がもともと土地とのより良い関係を取り戻す

ことを強く願つていたのだということ、そして、

このプロジェクトが近代農業によって傷ついた土

地と人間に「癒し」をもたらし、食生活や環境意

識にも改善が見られることなどを語った。

1962年 に初めての黒人学生
」ames Meredithの入学をめ
ぐって連邦軍と戦闘状態にな

り、人種差別大学として有名に

なってしまったミシシッピ大学

では、人種関係改善のための努

力がいろいろな形で続けられて

いるが、化学肥料や農薬の使用

で荒れてしまった土地に対して

も、このように改善の努力が始

まったことを嬉しく思った。か

つて洪水による侵食を防ぐため日本から輸入され

た葛が、恐ろしいくらい繁殖し根付いてしまうほ

ど肥沃なミシシッピの土地と、ダイナミックな四

季の変化を見せてくれる美しい自然が守られ、そ

こに住む人々と土地とのいい関係がいつまでも続

いていくことを願わずにはいられない。

午前中ですべてのセッションが終わり、午後の

エクスカーションでは、ミシシッピ州北部からテ

9
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ネシー州メンフィスの北部を抜けてミシシッピ川

に注 ぐウルフ川のカヌー下 りが人気を集めてい

た。ウルフ川は、南部に残る数少ない野生のまま

の支流で、イ トスギとニッサ (オオギリ科の木 )

の生い茂る沼地を含む。日本を発つ前からひどい

風邪をひいていた私はカヌー下りをあきらめて、

ミシシッピ州北部ホーリー・スプリングズにあ

る、もと綿花のプランテーションだった土地を訪

れた。 1998年 にオーデュボン・ソサイエティ
に寄贈されス トロベリー・ プ

レインズと名付けられたこの

上地には、南北戦争前のマン

ションと小作農の小屋が修復

され、自然保護センターがで

きていた。ここでは、外来の

植物を排除し、ミシシッピ原

産の本や植物だけの森を取り戻

す試みがなされ、絶滅の危機にある動物の保護も

行なわれていた。散策した広大な敷地には、奴隷

だった人々の墓地があり、小さな古い墓石が自然

の一部のようにひっそりと並んでいた。

シンポジウムの始まる前夜は、竜巻警報が出て

嵐にな り天候が気になったが、翌 日からはイン

ディアン・サマーの暖かい日が続いた。朝晩は

めっきり冷え込んで、数 日の間にキャンパスの

木々が黄金色に色づいていた。そ

の中に葉 を赤 く染めた花水木

(dogwood)を見つけた時、在
学中道路拡張のため占い花水木

が切 り倒されるのに反対 し、大

学関係者や町の人とプラカー ド

を持ってデモ行進したことを、

なつかしく思い出した。

奴隷のお墓

Book Review

rλι Ec。′′″g“′s`′cs R′α′′rr ttα
“

g″αg′ ,

EcOJagy α
“
′
`λ

θ E“νtro“″

“

∴

Fill,AIwill&ⅣIniblhttusier,Peter,eds.

Lolldon:Continuulll,2001.

The concept ofithe language ofecology'was created by

the Nonvegian― Amencan linguist Einar Haugen in 1970

He was interested in the eco10gical study of the

interrelatiOns between languages in bilingual and

multilingual communities  ln subsequent decades,the

range of applications of the concept oflecology'within

linguistics has broadened considerably Ⅳlost recently,the

vitaltopic ofenvironmental degradation has been added to

the list oflinguistic concems During the 1990s,an the

various different approaches、 vhich link language to

ecology were brought together intO a unined branch of

linguistics caned'ec01inguistics'

Until the publication Ofthis book,anyone interested in

the relationship be憫 Ⅳeen ecology and linguistics was faced

with the difflcult task of searching out the articles on the

SutteCtin a vanety ofobscurejoumals and book chapters

This Reader fulf11ls a valuable function by gathering

together in a single volume some ofthe inost important

articles in this fleld,including several newly translated

into English frOm the original Geman

The Reader is divided into four parts  The flrst

section,"The Roots ofEcolinguistics,H contains texts by

“

o forerunners of ecolinguistics,a survey article and a

review article lt begins with an essay from 1912 by

Edward Sapir which represents an early attempt to

establish a relation between'Nature'andlanguage Alwin

Fill's“ EcoHnguisticsi the State ofthe Art 1998"provides

a clear overview of different branches of this fleld and

evaluates their achievements The review article by Peter

M●hlhausler discusses and criticizes the language

resources available for talking about the environment in

the main European languages

The second section,'Ecology as Metaphor,'contains

six essays which aH consider the value of using lecology'

as a metaphor forlanguage Beginning with Haugenis

original essay,this section alsO includes chapters by

Noman lDenison,、 vho asks whether the preservation of

linguistic'species'should be regarded as seriously as

preservation of bio10gical species,and Peter Finke,who

uses the metaphor of ecology to develop his hypothesis

that language is a lmissing link'between natural and

cultural ecosystems The last chapter in this section,by

Wolf‐ Andreas Leibert,shows the effects that changes in

10
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speakers'physical environment have on their language

ln the third section,"Language and Environment,"the

topic is the interrelationship between language and the

natural environment,particularly cOnceming linguistic

and biological diversity The rlrst two papers,by Beth

Shultz and Sara Chawia,investigate whether the

destruction ofthe natural environment is,in part,caused

by language in sOme way Other articles,such asl)onal

carbaughis,remind us thatlanguage can also be used both

to exploit nature and to create solidarity be■ ″een humans

and thelr envirOnment

The flnal section of the b00k is called liCritical

Ecolinguistics‖  In their introduction to this section,the

editors point out that even before the advent Of cntical

linguistics,ecolinguists had cHticized language use from

the envirOnmental point of view However,with the rise

during the 1990 0f Critical Discourse Analysis(CDA),

ccoc五 tical discourse analysis has become a thHving fleld

of study,with numerous studies focusing criticaHy on the

unecological ideologies of a variety of texts such as

p01itical speeches, green advertisements, ctc  This

section cOntains a representative selection of such

articles Mary Kahn's study ofthe absence ofactive verbs

and personal pronouns in scientinc articles on aniinal

testing(lupOn death,coyotes were skinnedi rather than

'after we hned the coyotes we skinned them[)shoWS hOW

soulless scientiflc writing is,while Tzeporah Beman's

article"The Rape ofヽ lother Nature?Women in the

Language ofEnvironmental Discoursen is an example of

ecOfenlinist criticism The section ends with Matthias

Jung's article‖ Ecological Criticisrn ofLanguage"which

takes a critical look at eco― criticism itself and warns

critical linguists against ideological self‐ Hghteousness

Edward Haig

Nagoya

University

菜食主義の背景を考える

欧米における動物観・生命観について

関口 敬二 (大阪府立大学 )

かねてから欧米と日本では、動物に対する考え

方に何かしら相違があると思っていた。今回、ソ

ロー と宮沢賢治の菜食主義に関す る比較分析

(『文学と環境』No.4)を 通じて、人間と動物
との距離感に両者には大きな違いがあることを改

めて感じた。それは、ひいては生命観の違いでも

あろう。近年話題になっている臓器移植に対する

考え方の違いにもそれは端的に現れている。欧米

では、人間は死ぬと霊魂は天国に召されるので、

残った体は単なる物体、抜け殻に過ぎないと考え

るからこそ臓器を摘出することに何ら抵抗感、罪

悪感はない。いくら愛する人であっても一端死ね

ば単なる物体にしかすぎなくなるというモチーフ

は、アメリカの作家ヘミングウェイの作品に、例

えば、『武器よさらば』の最後の場面や短編 「ア

ルプスの牧歌」などにしばしば出てくる。また、

「遺体」という概念も日本独特のもので、英語に

は日本語の遺体に相当する特別な言葉はない。全

てボディである。飛行機墜落事故の際に、あくま

でも遺体の回収にこだわるのは日本人だけだと聞

いている。そういえば、去年「えひめ丸」衝突事

故の際、遺体の捜索、回収に関して日本とアメリ

カではその対応に大きな差があったことは記憶に

新しい。

動物観に限ってみると、その相違が端的に現れ

るのは、例えば菜食主義に関して賢治が 「ビヂテ

リアン大祭」で分類した予防派と同情派の違いに

ある。すなわち、同じベジタリアンであっても自

分の健康のために肉食をやめるのと、動物を殺す

のがかわいそうだから肉食をやめるというのとで

は、その動機に大きな違いがある。また、動物を

殺す際に罪の意識を感じるかどうか、すなわち動

物殺生に対する罪悪感の有無においても動物観の

差が現れる。賢治の場合には、動物殺生に対する

強い罪悪感があった。それは彼が信仰した仏教、

中でも不殺生戒や輪廻転生の思想が大きく関わっ

ていた。賢治の場合、輪廻転生の過程においては

人間も動物も親子兄弟の関係にあるという認識に

まで至っている。それに対し、欧米では動物殺生

に対してそれほど大きな罪悪感はないのではない

か。人間と動物とは全く別物であるいう意識があ

るのではないか。この背景には、欧米の哲学、宗

教が大きく関わっていると思われる。フランスの １
■
１
■
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哲学者デカル トの動物機械論 (人間だけが理性を

持ち、動物は時計のように動く単なる機械にすぎ

ない。したがって、人間が罪もない動物を虐待し

ても不間にされる)やキリス ト教の動物に対する
人間優位の思想が欧米人の根底にあるのではない

か。アメリカの科学史家リン・ホワイ ト・ジュニ

アは、 「現代の生態学的危機の歴史的起源」がキ

リス ト教の創世記 (神は天と地と全ての生き物を

人間の支配と利益のために造った)に あるという
欧米人にとってショッキングな報告をした。これ

に対 して、オース トラリアの哲学者ジョン・パス

モアは、スチュワー ドシップ (人間は神の代理人

として動植物を管理する責任者である)と いう概
念を提出して反論を試みたが、この反論は、基本

的には、キリス ト教の人間中心主義を少しでも相

対化しようという試みにすぎない。

もっとも、キリス ト教の歴史の中にも、人間と動

物、両者の生命を平等に尊ぶ思想は流れている。

13世紀のアッシジの聖フランチェスコは、小鳥に
説教したことで有名であるが、神に造られた全て

の事物が、等 しく神を讃美する能力をもつとする

「霊魂の平等主義」を唱えた。また、シュヴァイ

ツァーは、医者として赴いたアフリカで 「生命ヘ

の畏怖」に目覚め、「罪意識を持たず しては、一

枚の本の葉も、一輪の草花をもむしらず、また一

匹の虫をも踏みつけることが

なかった」 と述べている。た

だし、動物の生命を大切にす

るといってもそれにも問題点

がある。シュヴァイツァー博

士が 「生命への畏敬」を信 じ

て、蠅や蚊を退治 しなかった

ために、彼の病院での産婦の

死亡率が異常に高かったとい

う報告がある。これは、動物

の生命 を尊重す るといって

も、蠅や蚊、また毒ヘビや害

虫など人間にとって有害なものまでも含めるのか

どうかという問題である。生態系 (生命)中心的
自然観を突き詰めてゆくと、必ずこの問題にぶつ

かってしまう。また、近年の環境保護思想ディー

プ 。エコロジーも生命圏平等主義 (あ らゆる生命

体には固有の価値、生物種 としての平等性があ

る)と いう立場をとっているが、提唱者アルネ・

ネス自身、この平等主義はあくまでも「原則とし

て」であって、人間が生きてゆく上で生じる他の

生命体の若千の殺数は仕方がないとしている。

欧米における動物殺生に対する罪悪感の希薄さ

に関して今一つ興味深い事例として、先程も触れ

たヘミングウェイの場合を少し考えてみたい。彼

は、若い頃からフィッシングやハンティングに夢

中にな り、さんざん動物を殺生してきた。それ

は、作品の中にもしばしば描かれている。たとえ

ば、初期の作品 「大きな二つの心をもった河」で

は、主人公ニックが何も考えずに淡々と鱒を殺す

場面が描かれている。ところが、晩年の『老人と

海』では、これまで一度ももらしたことのなかっ

た動物殺しへの後ろめたさが描かれている。「そ

れにしても、かわいそうなことをした、おれは魚

を殺してしまったんだ。………たぶん罪なんだろ

う、魚を殺すってことは。たとえ自分が食うため

であり、多くの人に食わせるためにやったとして

も、罪は罪なんだろうな。……お前が魚を殺すの

は、ただ、生きるためでもなければ、食糧として

売るためだけでもない。お前は誇りを持って奴を

殺したんだ。漁師だから殺したんじゃないか。お

前は、奴が生きていた時、いや、死んでからだっ

て、それを愛していた。もしお前が愛しているな

ら、殺したって罪にはならないんだ。それとも、

なおさら重い罪だろうか、それは ?」 あれ程長年

にわたって魚釣りや狩猟という快楽にのめり込ん

でいたヘミングウェイが、晩年になってこのよう

な罪の意識を抱くようになったのはなぜだろう

か。それは、この作品の前半部で老人が小鳥や海

に住む様々な生物のことを考えながら積み Lげて

行く思索に関係があると思われる。自然の生態系

の中で生物が生きてゆくためには、他の生物を殺

したり、あるいは自分も殺されなければならない

という認識、つまり自然界においては万物が互い

に殺し、殺される「存在の連鎖」関係にあり、そ

の点では人間もその連鎖の一員であるという認識

に至っている。このように、『老人と海』には、

動物殺生に対する罪の意識、生態系 (生命)中 心

的自然観 (エ コロジー思想)な ど、ヘミングウェ
12
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イの晩年の動物観・ 生命観を考 える上で絶好

の材料を与えてくれる。

ここでは、動物観の違いについて最近考え

ていることを若千述べたいと思 う。人間 と動

物 の関係 を どう見 るか と言 うことにつ いて

は、基本的に ■つの考え方がある。一つが動

物を人間と対等のものだとす る生命中心主義

あるいは生態系中心主義、

もう一つは人間の利便のた

めには動物を殺すのは仕方

がないとする人間中心主義

である。

後者の考え方の代表は、

フランスの哲学者デカル ト

の動物機械論である。彼に

よると、人間だけが理性を

持ち、動物は時計のように

動く単なる機械にすぎない。したがって、人

間が罪 もない動物を虐待 しても不間にされ

る。 「動物は無感覚で、非理性的な機械であ

る。 1「動物は機械のように動くが、痛みを

感ご
=こ
とはできない。」さらに、「動物は

li■ |■ないので、危害を加えられてもそのこ

とを感 じることができない。」 (『方法序

説』第 Ji■部)彼は、「我思う、故に我あり」
を公理とし、人間の思惟能力を絶対視した。

したがって、思惟能力をもつ人間がその能力

を持たない人間以外のもの、すなわち動物を

含め自然界にある全てのものを支配するのは

当然となる。 「人間は自然の支配者であると

同時に自然の所有者でもある。」このように

デカル トは、人間と自然とをはっきりと区別

し、人間が自然を自分の都合のいいように利

用する思想的な基盤をつくったと言える。

また、デカル トに劣らず動物の生命を軽視

する原因となったと思われるのがキリス ト教

の思想である。アメリカの科学史家リン・ホ

ワイ ト・ジュニアは、1967年 『サイエンス』
誌に「現代の生態学的危機の歴史的起源」と

いう短いショッキングな論文を寄せた。現在

の環境危機の元凶はユダヤ 。キリス ト教の人

間中′き主義にあるというのである。彼は、創

世記第一章二八節の 「神は彼ら (人間)を祝
福 1て 、コ■4た。生めよ、殖えよ、地に満ち
、、地を従わせよ。また海の魚 と、空の鳥

と、地に動くすべての生き物とを治めよ。」

を根拠に、神は、天と地と全ての生き物を人

間の支配と利益のために造ったと解釈 した。

彼によると、ヨーロッパのキリス ト教は、「世界が

これまで知つている中で最も人間中心的な宗教であ

り」、キリス ト教は、人間を自然の一部とみなす古

代の異教やアジアの宗教とは違って「人間と自然の

二元論を打ち立てただけでなく、人間が自分のため

に自然を搾取することが神の意志であると主張した

のであった。」

これに対して、反論も相次いだ。

ルネ・デュボスは、創世記第二章

は、第一章とは異なる倫理を含み、

そこでは神は 「エデンの園に人間を

主人としてではなく、管理人の精神

を持 った もの と して置 いた。」

(キ ャロリン・マーチャント、97)

とした。また、オース トラリアの哲

学者ジョン・パスモアは、『自然に

対する人間の責任』において、 「人

間は神の代理人として羊飼い (ス チュワー ド、執

事)の役目を与えられた動植物を管理する責任者で

ある。」 (48)と述べ、人間は神の代理人としては
界を世話することを委託されているという解釈を提

出した。人間を自然的世界の管理人(steward)や 世話

役(caretaker)と みなす考えは、リン・ホワイ トの述

べる「むきだしの支配の倫理」とは対立する。しか

し、これらの反論は、基本的には、人間中心主義を

少しでも相対化 しようとする試みとして総括できる

だろう。

ただし、キリス ト教の歴史の中にも、生命を平等

に尊ぶ思想が流れている。一三世紀のアッシジの聖

フランチェスコは、小鳥に説教したことで有名であ

るが、神に造られた全ての事物が、等しく神を讃美

する能力をもつとする 「霊魂の平等主義」 (ロ デ

リック・ナッシュ、189)を 唱えた。「被造物の讃歌

(太陽の歌)」 では、太陽も月も大地も草も生物、

無生物を問わず全ての被造物が我々の兄弟姉妹であ

り、宇宙全体がみな一体であることが述べられてい

る。

また、シュヴァイツァーは、医者として赴いたア

フリカで 「生命への畏怖」に目覚め、 「罪意識を持

たずしては、一枚の本の葉も、一輪の草花をもむし

らず、また一匹の虫をも踏みつけることがなかっ

た」と書いている。彼は、「倫理学は、ただ人間と

人間社会に対する態度にのみかかわるだけである」

という従来の西欧の伝統的倫理学の、あまりにも人

間中心的な「狭量さ」を批判し、今や倫理とは「生

きている全てのものに対する無際限に拡大された責

任」 (281)でなければならないとした。

13
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これから始めようとする人のための

フィール ドガイド

ふと見かけた野草が気になって名前を知りたく

なる。そんなときに必要なのが図鑑やフイール ド

ガイド。巷にあふれてはいるものの、どれを選べ

ばよいのか迷うところだ。そこで、何か適当なも

のをと思っている人のためにヒントを少しだけ。

ただし、あくまでも個人的嗜好による。

第一に、欲ばらないこと。昨今のアウトドア・

プームを受けて動植物をあれもこれもと一冊に収

めているものが近ごろやたらと眼につくが、これ

は避けたい。どうしても不満が残る。植物なら植

物だけ、昆虫なら昆虫だ

けの本が圧倒的によい。

第二は、解説がわかりや

すい言葉で書かれ、しか

も生息環境や生態への言

及があるもの を選びた

い。最初から難解な解説

に出くわすと、じきに放

り出すこと必至である。

第三に、図版が写真であ

るか絵であるか。撮影技

術も印刷技術も優れたも

のが多いことは承知の上

で、特に植物の場合は絵

の方を勧めたい。花や葉

の色、形状、それに全体

の姿は写真だと何かと分

かりづらい (と はいえ、かつて山渓から出ていた

富成忠夫のフイール ドガイ ド数冊、あれは写真も

編集方針もよかった)。 鳥についても同じことが

言える。おまけに、精密で美的感覚に訴える彩色

画は、それを眺めるだけでも楽しい時間が過ごせ

る。最後に厄介なのが値段。これは懐次第だが、

初心者にふさわしいのは2、 500円前後がひとつの

目安か。

というわけで、便利なものを実際に挙げるとす

れば、小学舘の自然観察と生態シリーズ、自然観

察シリーズがまず思い浮かぶ。これは上記の条件

をほぼ満たしていているし、持ち歩くにも手ごろ

だ。そして「葉はさや状の基脚部と皮針形の葉身

部からなり。..」 といった記述に抵抗がなくな

【図鑑特集】

れば、北隆館のコンパク ト版原色図鑑シリーズ

(た しか全 11巻 )。 どれも5、 000円弱と高めだ

が、情報量は豊富だし、あの牧野植物図鑑も三分

冊で収められている。その他、保育社、山と渓谷

社もこの領域に力を入れているので探してみた

い。また、小学館や学研の学習図鑑シリーズも妙

なこだわ りをもっていて馬鹿にできない。とにも

かくにも要は店頭で実物を手にとること。あれこ

れ比較検討すれば、好みにかなう一冊がきっと見

つかるはずだ。三木卓氏による昆虫のフイール ド

ガイ ドもあったりするし。

外国に眼を向ければ、アメリカのフイール ドガ

イ ドはお馴1染みの人も多いだろうが、イギリスも

と願わずにはいられなく

ので引 き込まれるのが

R Mabey, Food for Free

(Harper c01lins,1972)。

薬用 ・食用植物 (と 、

なぜか員 )の紹介に伝
承や民俗誌が豊富に盛

り込まれていて、生活

感が旬ってくる。さす

がはメイービー。美 し

い図版もこの国の植物

画の伝統を偲ばせる。

これが版を重ねている

ことにも、イギリスの

したたかな文化を感 じ

た りして。この種の図

鑑が日本にもあれば、

なる。

とにかく、落ち葉や冬芽、 ドングリはまだし

も、ゲンゴロウや蝶・蛾の幼虫まで網羅するのが

図鑑のこだわ り。その深遠なるオタクの世界へ第

一歩を踏み出すのも悪くはない。ちなみに私自身

の愛読書 (!)は横山光夫『原色日本蝶類図鑑』
(保育社、1954年 )。 もちろん絶版で眼にする機

会もまれということで、序の一部を披露すれば、

「いつか敗戦の焼跡には街路樹が芽ぶき、草原の

街にも涸ぐむ瞳のような灯が光った」。この美文

調から何十年も抜け出せないでいる。今からすれ

ば冴えないカラー写真もあのころは新鮮だった。

IKUTA,Shogo(Kanazawa University)
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◆中沢新一『人類最古の哲学』 (講談社選書メチ

エ1、  2002)

中央大学で行なわれた「比較宗教学」の講義を

まとめたものだろうか。神話の再評価が叫ばれる

ようになって久しいが、この本も、神話を人類の

知恵が埋めこまれた 「はじまりの哲学」とみな

し、縦軸にはレヴィ=ス トロースの「野生の思

考」を、そして横軸には南方熊楠のコスモロジー

をおいて、その延長線上で人類の歴史と神話の変

形を探ってゆく。最終章では、神話の現代的な意

義について考察する。 (高橋勤 )

◆福岡賢正『国が川を壊す理由――誰のための川

辺川ダムか』 (葦書房、1994)

近ごろ気になるのが、川辺川ダム計画のゆく

え。国土交通省と球磨川漁協幹部との間で水面下

の交渉が行なわれているのだろうが、このダム計

画の不当性、非合理性、そして時代錯誤性を徹底

的に検証したのが、この書。具体的なデータに基

づいて、治水、利水、あるいは電力供給というダ

ム建設の「大義」をひとつひとつ論駁していく過

程は、圧巻である。川辺川ダム反対運動に、科学

的な論拠を与えた好著。 「まえがき」は野田知

佑。 (高橋勤 )

◆石牟礼道子『煤の中のマリアーー島原・椎葉・

不知火紀行』 (平凡社、2001)

島原、天草、椎葉、不知火という地名のなつか

しい響き。石牟礼さんというと、すぐさま『苦海

浄土』を連想してしまうのだが、より正確には、

九州的なもの、九州の風上や土着性を文学にされ

たといったほうがいいのかもしれない。「水辺」

が 「水際」に変わったとき、人間の環境に対する

意識も変わった、とはある生態学者の言葉だが、

石牟礼さんの記憶の風景には、つねに「水辺」が

存在する。 (高橋勤 )

◆原 剛『農から環境を考える』(集英社、 200
1)

「農業は環境の守り手か、破壊者か」と筆者は

「]い を発し、 「環境の保護と農業生産の維持は、

一′心同体の関係にある」と結論づける。持続可能

な農業をどのように実現できるか、その可能性を

探 り、デカップリングや市民農園の拡充などさま

ざまな角度からの提言をしている。食糧問題を、

第三者では

なく当事者

としてどの

ように受け

止 め 、 関

わっていく

かあらため

て考えさせ
Iヽ

られた。 (廣田栄克)

◆天野礼子『いらない 公共事業にレッドカー
ド』 (集英社、2001)

諫早湾干拓、川辺川ダム、長良川河口堰、下諏

訪ダム、神戸空港、大規模林道、整備新幹線、etc.

の無駄な公共事業の現況が報告され、海を豊かに

する植林、遊水池、合併浄化槽、バイオマス発

電、風力発電、etc.自然再生の取り組みが紹介され

る。繰 り返 し繰 り返し訴えて何年になることや

ら。実践に結びついた言葉からは希望が涌いてく

る。 (加藤 )

◆山田和『瀑流』 (文芸春秋、2002)

昭和初期、森と共に暮らしてきた林業者と、ダ

ム開発を強力に進める電力会社との間の戦い「庄

川ダム争議」を記録に基づき描いた小説。今書か

れる意味がある。 (加藤 )

【映像】

▲『越後奥三面第二部―ふるさとは消えたか』

民族文化映像研究所 (姫田忠義所長)1995年制作
147分 (『越後奥三面―山に生かされた日々』
1984年制作の第二部)

これはダムに消えた新潟県朝日奥三面の自然と

そこに住む村民との時を越えた深い絆を中心に捉

えながら、 1984年 から 1995年 秋にいたる
11年間の村の消滅の過程を映 し出す記録であ
る。人々の暮らしの中に数百年 (遺跡から考える

と数千年 ?)受け継がれてきた生活文化を、淡々
としかし重みを失わずに伝える。次々とショベル

カーで容赦なく屋根が壊され、瓦が砕け散り、柱

が折れ、倒れゆく映像。 1985年 、奥三面の
家々は完全に消滅し、人々は移住地暮らし、2001

年には湛水が始まった。人間の終の住処とはなん

だろうか ?絆は消えたのか ?

本作品は自主上映のみ。問い合わせは、民族文

化映像研究所 〒 160-0022東 京都新宿区新

宿 2-1-4 御苑ビル 2F TEL 03-33
41-2865(廣 田)
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14年度の大会を以下の要領で開催します。あわ

せて研究発表およびシンポジウ

ムの企画を募集いたします。

日時  10月 12日 (土 )
13:00-18:00

場所 明治学院大学

役員会

受付

総会

研究発表

(3名を予定。各

疑応答10分 )

シンポジウム16:

50-13:30
00-13:30
30-14:00
10-16:10

発表30分、質

20-18:00

懇親会   18:30-20:30(会 場未定 )

今年度はアメリカ文学会の日程との関係、学期

途中であること、などのため、 1日 のみの開催と

なります。したがって講演とエク

電 スカーションは残念ながら計画い

たしません。

お問い合わせ、および研究発表

と シ ン ポ ジ ウ ム の お 申 し 出

(urban natureに関するもの、あ

るいはそれ以外のもの、いずれも

大歓迎です)は下記宛で 6月 末日
までにお願いします。

生田 省悟

e―mall:shogo@kenroku.kanazawa― u.ac」 p

12

13

13

14

【言卜報】五上金生主左 (ツ浦工業大生教授)び
2001年 5月 15日 、ご病気にてご浙去なさいま

lノた^享年 51歳^ご冥福をお祈りいたします。

POSTSCR′PT

●アワセメン ト :

調査で得られたデータを恣意的に解釈したり、実

状を反映しないデータに基づいたりして、事業者の

既定方針に合わせて結論を下す無意味な環境アセス

メント。あちこちでよく聞く。馴れ合い、長いもの

には巻かれろ、と目をつぶってはならない。

◆泡瀬千潟では、まだ海藻移植実験の最終結果が出

ていないのに、埋め立て開始とか。アワセ以前の怒

りと悲しみ。

ホ自由な意見・情報交換ができる相互的ネットワー

ク不在の場所に、環境意識の深化、保全・復興の気

運は根付かない。メーリングリストやニューズレ

ターに投稿し、自分たちのコミュニケーションを育

てよう。

♪♪ カニが店だし床屋でござる 。・・ ♪♪

りご協力有 り難うございました。 (KT)

/iSLE―Japall
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